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主論文 

Reduced prefrontal hemodynamic responses measured using near-infrared spectroscopy in adults 

with autism spectrum disorder. 

 

成人期自閉スペクトラム症における近赤外線スペクトロスコピィによる前頭前野の血

液動態反応の低下 

 

  Kohei Kamikawa, Kazuhiko Yamamuro, Ryo Mizui, Natsuko Kashida, Rio Ishida, 

Takashi Okada, Nakao Iwata, Manabu Makinodan 

Frontiers in Psychiatry 2025 Jan 6:15:1507890. doi: 10.3389/fpsyt.2024.1507890. 



論文審査の要旨 

 

本研究は、成人期の自閉スペクトラム症（ASD）における前頭前野の機能を、近赤外

線スペクトロスコピィ（NIRS）を用いて評価した。ASD は、社会的相互作用の障害、興

味の限局、反復行動を特徴とする神経発達症であり、前頭前野の関連が考えられている。

本研究では、17～51 歳の成人期 ASD 群 114 例と 18～44 歳の定型発達（TD）群 84 例を

対象に、Stroop 課題遂行時の前頭前野の oxy-Hb 変化量を NIRS で測定した。その結果、

ASD 群は TD 群と比較して、眼窩前頭皮質および前頭極に近接するチャンネルで oxy-Hb

変化量が有意に低下していた。一部では AQ-J スコアと有意な相関が認められた。本結

果から成人期 ASD で前頭前野の機能障害の存在が示唆された。NIRS は短時間で測定可

能かつ非侵襲的であることから、今後 ASD の有用な診断補助ツールとなり得る。 

公聴会での質疑では、ASD に併存することの多い不安・抑うつが交絡する可能性を尋

ねたが、注意欠如多動症の併存を含め問診や操作的診断で適切に除外していると回答し

た。患者背景での影響、成人の本結果と先行研究の子供の結果の相違点、重症度判定の

活用への有無、将来的に広く普及させる手段に関する質問についても、具体的に的確に

回答され、精神医学行動神経科学の発展に大きく寄与するものと評価できる。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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